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とが一度もなかっ掴よずで蹴、。1魎場41年1月川が・1・　‖lmこ賠がこの細　・端：御1湘老火人戊谷さん女・嚇

合水腓ぱちょうどアルパ．口の縛のお1麟が｛「川かわか硫いのでII三徹に　　仮縫の待司‘久蹴巡
泌相であるから4拓知こなったわげでと醐とも言えない・げ11「1洲’縦の　｝殉σ珊詠）
ある。サボれる点は具合がよいのであZ、　限Flにたるのは5年・61・，11年を周期　　　llrlf衣裳仕立賃なく縫い兼ねる

が時間ぎあの約束だから小使銭が少くな　として順次繰り返えすうえに・彼岸の中　　私はζの仮縫の拙文中尤も感1｛∂左覗じ

るので大いに不満である。そんなわけで　「1の如W！こ支配されるので・n食が0と　／；このは馬1庄の一ツ覚え矢張り拙‖1‖rリン

祝日を少し分析してみることにした1，　　いうぐドは淀外少ないのである。昭和23年　ゴθ）：｛ヒ咲く丘」（1市βご想う）である。

祝祭rlの側趣す対こ遠川綱醗組．に机い祝細が定跳・れてからr喰の　　七酬θ湘賊いたけど
ているのでそれ｝鰍らうことr討・る（朝働・っ畑｜轍1｛・捌24年（1949）と昭和30　　11心端・止L，人い・・に

n新聞，昭和35年5月71・1揚k学入門Cド）　年（1955）の21「ilだけである・　　　　　　　　　　高原の旗人｛正ほsえみて

ppg～10岩波新11D。　　　　　　　　　逆に閏年で1月1「1カC日曜日であれ｝疋　　　　　姿を消しつ　君恋し．

いま都際賭川川かド珊じ蹴その隅：憤力渕1協ことにぱ，パ｛　2，都の化朋ずも刷1．
えると次爽のようになる（ただし春分の　不ll31年（1956）｛よ関年で1月1日がnll田　　　　　浅間の鰹｛陽に映丸て　　　　　、

日を3月21n，秋分の日を9月23日と仮　　日であり秋分が9n23日であったから］E　　　　　千曲川原の月見：1‘IC

驚描　　　　　　　　　にごぴ矧：に≧！5てはまったわけである。　　・笑み給み㌃我を呼ぶ
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mod　7
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1｜3046065
1　158112C　12412〔｝267808328
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modの7余り

　　　　平年
休日数　一・一一一・・一・・

　　　　閏年

0　12　3　4　5　6

2201、｜12
2　4　0　0　1　1　1

　この表からわかるよう｝こ悶年の1月1　ない。そんな先のことな期待する前に祝　作」をII己述ユ1乏中であった。今年の今日土

日，1月15日，4月29日および9月23同　祭日．も〔斑EされZ｝ことだろう。　　　．　現在を起点とする「これからの旅路」の

は法7セこ関して合同であるoすなわち同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序の口のペンをラヒらすのであるoこの企
じ曜目になる。またmod　7の余りが2に　　これからの旅路（1）静岡　戸倉八峰　ては私の若返り健康法として次号に説り1

なる場合には平年でも閏年でも祝日がこ　　ω「60年の仮縫」余｝15　　　　する動機に｛ぷ，もので短文随套随私の60
ないことになるoもし1月1日が土ll羅日　　本年の私の年賀状に　　　　　　　　　年後の坂道の道客として綴って見る気に
であればその年は日曜と祭hが飛ならな　　　果しけり　60年の、「仮縫」　　　　　なったのである。

ち　　オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
じ

｛　‘　　　　針塚長太郎先生一その伝記と追想記一』　．　　・；

しかもその前年は先に述べたようにn食　　　　3，スキ・一　スケート　冬lll｝こ　　．

が全くカ：いドであった。昨年の祝日が水　　　　　　赦言く5月の1’1い花

腿目に1度もなかったのもこれと｜司じ∫ln　　　　　川旬；1・こ宿る月の影

川である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・6濃の流れ　・水三L巨1．．

　祝日でもう1つ気になε）のは述休であ　　　　4，松尾城跡の松風に

る　Fレー月の辿休↓渕円年の1月1rlが月　　　　　　古き；昔を偲びつつ

曜日の場合には1nod　7の余りが1になる　　　　　　尽．きぬ懐いを胸に．秘め

例の41可と勤労感胡｝の1ヨの二1二～Fl　l笥虫休”　　　　　…日llよりの　我旅路

の5圃あるが・5月のゴールデンウヰー　　111と別れ，lliと別れ，そうして月見草

クで日食が1回できるo土～nの1儒辿休　　と別れ，詩情腺かな信濃路を土1：日よりの

（土曜日をPドソと考》して）は：元旦がこヒ　我↓盆路，星霜50年今にこの旅情には思慕

畷｝同になるときであるから日食もなく沌　　深いものあるな改11何にせんと隣負してい

休の｛多い年になり，ゴ声ノ1・デンウヰーク　’るご，

も完鋤獅連休になるはずである・昭　働これからの旅のスタート
綱7轍その条件に合致してし・るがいず　牌の今頃（1∫］15日，成人の日）は

れも搬践配されること｝まい漣でも「あれからの旅路」の「私の六＋年の不
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　　⑧漏．141（昭和3担f6月18日第3種荊～便物認可）千曲会報　 昭和39｛問月1rl

　　　支会だより　㌫蒜蕊織祭舗鵠熟馴！；㍑㍑ぽ：漂毒
　　　　繍．支紗よ』　、㌫麗「：‡と劉温誌：漂蒜、㌫瓢麗〃㍑
1」・罐㌻肥麗孟難麗1；え三鷲蒜謬奪‡；1呼1鷺漂鮒㍑㍍鮒《『謬綴∴㍑1叉

L弘匝・・の酬・，，ぷぷ瓢狂㌶；踏蒜1屹麟；1淵耀㍑繰；1、！

轡融響曇搬1藁和w　£識㍑跳1部｝；㌦、

　代件終了後ll’｜ちに忘ζ1会に人り州石の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歌や万歳｛1；ハに終り・1パい・』皇☆1鋪か

川先lll、，後ll1～忌障かい節見の土換，杉川　　　　　静岡支会総会の記　　　　　〆）～こ次拓て山るc

巾i蚕社∫ミのウイ　ノト｝こ富ん・こ川制uけ尽己　　　　　　　　　　　　　　安　　倍　　ル」　占

スを一q］畔め魂・l！にいlll松勅鰭そをくは人カミ2跳こ竺絵煕硫　別。ぱ州ぱ蹴飽．ぷ蛭II姻，・・

羅雑≧総li竃i懲鱗灘螢i雲ここ1　芸
　まず支会艮浅野清志氏（蚕15）から，　　者一同に付抜への郷愁を甦止らせてくれ　　ll｛畠片　上嬬こi、　山川　∫↓ノ＼（糸18」

文会の現状，今後の力到等が述べられた　た掃ま本当にに良か〆・ノこと思いよす、、こ　　ノ、野　久歳（糸3）II∫域、　付ノ、（虫22｝

侵，竹「日先生からほ栓に大学院繊維学研　　こに支会員一同に代っで厚く御礼中上↓寸二　浅川　茂樹（虫22）小lll　ll‘1人（化川

猫b修」，課程細の経過・繊舶ヒ学工ます・尚前支会長己んはじめ古い会員け，棚く1鳳（化の村松敬叫・1；（化4）
字刊の研究土の新築状況・火災復興資金　敬老会にたらないよらにと出隔を迫噛さ　塚木　集・d（巴？）弓・沢　U冶（虫30）

開係等のお話しがあつてから戚Wに入っ　れたむきもあって相す主なく思います。　宮沢津多登（虫36）西付利二三郎（学」｛《3）

た。、　　　　　　　　　　　　　　　　　総会は静岡市の竜宮城なC」ぬ竜宮旅館て　小宮lll汎一郎（学∬i　2）1ノ｝ll込宗II1（学メ竺2）

　支会の本年度の会務は火災復興に閲し　午後1哨より山川支会1、の名座長の一トに　小H、　迩（学虫？）

ての募金訟n名簿飾にイ　：なう寸喋所聞会され晒一秋の千曲給会の換様をその・i・↑・1、錨ル品C矧）
の広告斡旋，支会員の慶弔に閃するもの　塒のψ長をされた山川さんカ㍉1しく｝｝｝；II　本111；理lll　川日・，｛二冶rlb



　　昭和39年4月1日　・、千曲会報（開元…自31占F6月18日第3翻郵便物菖藍宙丁）形．141（9）

1本会記事　母校ニユ醐ス　信州瓢繋；1灘‡生）、，
　　　　会員動静部委員会開催　　　　　　　　　小泉学部長三選　　　　．昭和25年創立以来多くのlLlを愛する先il｝i

　3川6日動静部委員会をP‖‘lli・脚il渚　2月21日学部長選挙は舶会議室におによっ、て，その活動が続けられてきたカミ
は関博夫委蝋長・遠藤理clピ外各委且で　いて行われ小泉学部長は…三選された。　　最近の充裳ぶりはとくに目ざましいもの

硫翻卿①会鰯静の正ξ鰍把撤こつ　　学科’主任決定　　がある。
㌔て…剛の多い4恥剛・来るだ酬　縛科蜘斑…挙のホ課，繊膿響｝辮［1鯛号はそ鍵・初よ吟日にいた

璽灘璽欝羅雪！欝量潔灘1灘欝i灘羅難

・撚齢料の30％と瀧している・　　昭稲9個庄繊1酬　W・∂tl葺鋼3〔23〃）人・酬1の鮒｝・翻ら編ミ1）の14■

・拶懸㌶鱗瀧｝；；㌶，月誌鷺語懸農氏ぷろ蕊版，13。頁であ，，・姐図版，洛

新入会飽壊社会での活躍と健勝剖賄川・炉酬文部胴紺2名来校M’洲火く編卿部’国・さっせら踊・
して歓迎懇談会時ぷ義に終了1ぷ白　轍学陪艦僻研郷膓1（候L・課紬新細こ　川制1報（創刊5｝）を・酬｝さ泌1加

∵謙1鵜騨魏鞘、雛難警蝦灘繊ll禦灘欝轡鶴1
・’ ｱ小棚・κ1：原健祇で・肪会i　母鰍災獺資金酬祇名（、，，2．21－、、30現・6、）　’｛

1雛i羅擁翼麺盟illi§lll驚i覧2i議i｝：灘：㌶：劉　、　l

　　JSA紐育事務所長に馬場氏新任，　i　2・000円　武者忠孝（糸22・宏筑）小林鍍男（蚕15・ネ1｝1奈llD水n米雄（蚕28

櫨1驚難難鋤1’輌繊灘戴灘警1繰1鞭熱i
菖懸蕊灘璽糖欝麿’：響叢曇㌶垂欝慰欝》，遷§）羅鞭麟

戸灘雛量鐸肇㌶じ一滋壁騨騰欝i：：1蹴瓢ll三13∵

　　　　　　千曲会員名簿発行のお知らせ

　・会員名簿を今秋発行するζとについては過般の定期総会に’

　おいて決定されましたoこれにつき各支会から」順次所属会員
・の勤務先及び住所報倍等のご協力を得ていますが会員各位も
　最寄りの会員の動静に変化があった’場合は正確にお知らぜ1ぐ
　さい。・尚市町村名の変更した場合も必ずご通知願います。
　　原稿は4月末までに印刷所に廻わしますが，ご協力により
　正確な名簿といたしたい考えです。なお名簿発行要領は次の
　とおりです。

　　1，頁　　　　数　　500頁　B6版　会員約5．000名　＼
　　　1，・発行予定月日　　本年9月末頃

’　1，頒布価格　大体400円前1麺予定　　　，
し以麟謡の一1二r協卵を酬いた嚥

　1　　、　　　1’榔職入袖会員醐部

為替のご用は

　　はやくて　たしかな　　　　ノ
　　　・富r士をご利用下さ～、

千曲会へのご送金は、当店宛の振替貯命

ロ座長野3523が一番ご便利です

　　　　　　　上田市原町

皆様の㊧富士銀行上田支店’
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